
合計 技能 適性 合計 技能 適性 合計 技能 適性 合計 技能 適性

北日本 36 30 6 北日本 34 29 5 37 33 4 48 40 8

関  東 100 64 36 3 関　東 89 54 35 83 67 16 76 49 27

南関東 65 46 19 2 南関東 58 32 26 46 26 20 47 32 15

中  部 70 53 17 1 中　部 71 59 12 52 45 7 43 39 4

近  畿 57 38 19 3 近　畿 50 33 17 43 32 11 46 38 8

中四国 53 46 7 1 中四国 46 38 8 42 37 5 60 54 6

九  州 96 74 22 2 九　州 71 60 11 82 71 11 83 76 7

全  国 477 351 126 12 全　国 419 305 114 385 311 74 403 328 75

倍  率 6.8 (参考)倍率 6.0 5.3 5.6

＊倍率は、合格人数を70名として計算。　なお、第131回生以前は実際の合格者数を基に計算。小数点第２位以下を四捨五入。

合計 技能 適性 合計 技能 適性 合計 技能 適性 合計 技能 適性

北日本 2 1 1 1 北日本 3 3 0 4 3 1 5 3 2

関　東 12 9 3 関　東 10 6 4 11 7 4 5 2 3

南関東 5 2 3 南関東 6 1 5 7 1 6 9 5 4

中　部 8 6 2 1 中　部 11 5 6 9 8 1 5 5 0

近　畿 2 0 2 近　畿 6 2 4 4 3 1 8 8 0

中四国 7 7 0 中四国 12 11 1 10 8 2 7 7 0

九　州 13 10 3 九　州 16 13 3 16 11 5 8 7 1

合　計 49 35 14 2 合　計 64 41 23 61 41 20 47 37 10

倍　率 2.5 (参考)倍率 3.2 3.1 2.4

＊倍率は、合格人数を20名として計算。　なお、第132回生以前は実際の合格者数を基に計算。小数点第２位以下を四捨五入。

適性第1次試験免除について ： 2024年4月以降に実施された自転車競技のトラック競技以外の各種スポーツ競技（団体

競技も対象）において、以下の成績を収めた者は、第1次試験における適性試験の免除を申請することができる。なお、免除は

競技成績を審査して決定する。

① 世界規模の大会及びそれに準ずる大会に出場した者。

② 日本国内で実施される全国規模の大会に出場して第1位から第3位の成績を収めた者。

③ プロスポーツ競技において優秀な成績を収めた者。
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